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ロンドンでの鮮烈なデビューから10 年。藤原竜也が、この伝説の
デビュー作「身毒丸」（蜷川幸雄演出）に帰ってくる。
15 歳から25 歳へ。
蜷川の元で成長してきた彼が、次に起こす奇跡とは。
文＝瀬崎久見子

彩の国さいたま芸術劇場とは、縁が深い。ロンドン公演の後、「身毒丸」で日本デビュー

を飾った場所であり、しかも生まれ育った埼玉県にある。「やっぱりこの劇場は落ち着き

ますよ。広い廊下を歩いている時なんか、ああ、ここでデビューしたんだなって思う」。

そう言ってほほ笑む藤原の姿は、しかし10 年前の少年の姿ではない。すっかり青年

の面差しだ。見上げるような背丈も、デビュー時から6センチ伸びた。藤原も認める。

「15 歳と25 歳では経験も、ものの考え方も感情も違う。『身毒丸』をやるとなれば、

細胞に埋め込まれたものを一度、解放して新しいものを作るしかないでしょうね」。

再演にはある意味、新作以上の難しさがある。

「蜷川さんと稽古場で話し合いながらの作業になりますが、前の演技をなぞっては絶

対にダメでしょう。体の中にあるものを一度、閉め出さないと」。以前、やはり蜷川演出

の近代能楽集「弱法師（よろぼし）」（三島由紀夫作）の再演で、苦労したことがあるの

だという。同じ舞台の反復は許されない。しかし一方で「身毒丸」は15 歳の、真っ白

な状態の藤原に最初に刻印された作品だ。2002 年の再演で一度「封印」してもいる。

それをまたイチから作り直すとなると、苦闘は目に見えているのだが。

それでも、「蜷川さんと仕事ができるうれしさがある」。この喜びは何にも勝るという。「蜷

川さんは自分を作り上げてくれた方ですし、3 分でも 5 分でも話すと勉強になる方。そ

れにいつも僕の 5 年後、10 年後を見据えて芝居作りをしてくれます」。蜷川への絶対的

な信頼を示す言葉は、いつまでも口からあふれる。それにもう一つ。今回は、「アメリカ

の観客と出会うチャンスもある」。再び、キラリと目が輝いた。彩の国さいたま芸術劇場

での舞台の前には、ワシントン・ケネディセンターでの公演が予定されている。

「お母さん！もういちど、ぼくをにんしんしてください」。主人公のこの悲痛な叫びで

知られる「身毒丸」は、互いにギリギリのところまで追いつめ合う母子の愛憎劇だ。10

年前は、「お母さん！」というセリフだけで何百回叫んだか分からないという。「何度言っ

ても蜷川さんに『もっと肚の底から』と言われて」。

こうした、感情を爆発させる演技は藤原の特質となっていったが、昨年のギリシャ悲

劇「オレステス」（蜷川演出）では「感情を肚にためて、論理で観客を納得させる技術」

も身に付けた。次の「身毒丸」は、感情と論理、この 2 つを兼ね備えた存在になるのか。

否、こうした理屈を超えて、藤原と蜷川が組むと、絶対に何かが起きる。これまで、

いつも、そうだった。そのことだけは、今度も裏切られることはあるまい。　
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（ふじわら たつや）

1997 年「身毒丸」（蜷川幸雄
演出）で初舞台を踏む。以後多
くの蜷川演出舞台に出演して
いる。また野田秀樹演出「オイ
ル」「ロープ」、グレゴリー・ドー
ラン演出「ヴェニスの商人」な
どの舞台や、映像でも活躍して

おり、金子修介監督「デスノート」は大ヒットを記録した。第38 回 
紀伊國屋演劇賞 個人賞 （2004年）、第3 回 朝日舞台芸術賞 寺
山修司賞 （2004年）、第11回 読売演劇賞 優秀男優賞・杉村春子
賞 （2004年）など、数々の賞を受賞している。
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【日時】 2008年3月7日（金） ～ 4月10日（木）　全40公演
【会場】 彩の国さいたま芸術劇場 大ホール
【作】 寺山修司／岸田理生 　【演出】 蜷川幸雄
【出演】 藤原竜也　白石加代子 ほか
【チケット（税込）】　好評発売中　

　　  一般：Ｓ席9,000円／Ａ席7,000円／B席5,000円
メンバーズ：Ｓ席8,100円／Ａ席6,300円／Ｂ席4,500円
※本公演の当日券はメンバーズ料金の適用がございません。

白石加代子
（しらいし かよこ）

早稲田小劇場（SCOT）を経て
現在に至る。主な舞台出演作品
に、「メアリー・スチュアート」
「常陸坊海尊」「ミザリー」「リア
王」「おやすみ、母さん」「源氏
物語」「百物語」など、多数ある。
観世寿夫記念法政大学能楽賞

受賞、読売演劇大賞優秀賞（第一回及び、第三回）、スポニチ文化
芸術大賞優秀賞、芸術選奨文部科学大臣賞など数々の賞を受賞。
2005 年紫綬褒章受章。蜷川演出舞台では「夏の夜の夢」「身毒丸」
「ペリクリーズ」「コリオレイナス」などに出演。

cast profile

1997 年 『身毒丸』初演　○c池上直哉

2002 年 『身毒丸』ファイナル　○c西村淳
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